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1. 研究の背景と目的 

近年、日本全国で中心市街地の衰退が叫ばれている。

中心地からの人口流出、店舗の陳腐化、土地権利の関係

上新規店舗が入ることが難しい事など、その原因は多岐

に渡り、中でも大型商業施設の影響は大きいと言われて

いる。特に、かつて駅前などで徒歩利用を中心とした中

心市街地が商業集積地であった大都市においても、周縁

の住宅地では自動車利用を考慮した大型商業施設の出店

が目立つようになっている。 

大型商業施設については多様な研究があり、例えば広

域的な立地の観点から讃岐ら 1)は地域的なアクセシビリテ

ィを中心市街地と郊外で対比して評価している。敷地内

の空間構成の視点からは、例えば山道ら 2)は大型ショッピ

ングセンター（以下 SC）の空間構成について論じ、土岐

ら 3)は茨城県を対象に店舗と駐車場の構成に言及している。

しかし上記の大都市周縁の住宅地に立地する SC の分析は

少ない。そこで本研究では、このような SC を対象とし、

店舗と駐車場の配置を観察する事により、徒歩利用を中

心とした駅前における SC と、近年増加傾向にある自動車

利用を中心とした SC の構成の違いを明らかにする事で、

中心市街地の郊外化の一旦を示すことを目的とする。 

2. 対象地域、施設 

調査対象は京王相模原線沿線に位置する SC※１とする。

京王相模原線は東京都調布市の調布駅から神奈川県相模

原市緑区の橋本駅までを結ぶ鉄道路線である。表 1 に調

査対象となる SC の概要一覧を、図 1 に店舗立地を示す。

ほとんどの店舗が駅から 500m 以内に立地しており※２、駅

前に立地する SC が多い点がこの地域の特徴である。最寄

駅距離が 500m 以上の店舗が 2 店舗見られるが、両店とも

店舗面積が 3 万㎡を越える大型店であり、近年ではこの

ような大型店舗も増加しつつある。 

3. 調査方法 

 調査対象全店舗に対して駐車場配置及び歩行者と自動

車の動線について実踏調査を行った。その結果及び各店

舗の公式 HP 上で駐車場位置に関する調査を行った結果か

ら、店舗と駐車場の配置によって SC を A～E の 5 つに分

類した。なお駐車場配置が複数に分類できる場合は＋記

号で、分類不可能なものは×記号で表記した。 

4. 調査結果 

図 2 に各分類の概要を、表 1 に各店舗の分類結果を示

す。店舗とは別に立体駐車場を併設するものをパターン

A とする。このパターンは該当する店舗が 9 つと最も多

く、立体駐車場を併設する事で駐車台数を確保する店舗

が多い事が分かる。基本的に歩行者側のアクセスを駅側

に、自動車のアクセスを駅の反対側に設けており、歩行

者と自動車の双方に配慮した構成となっている。1 店舗を

除き 1999 年以前に開店している全ての店舗がここに属し

ており、立体駐車場とは別に契約駐車場を持つ事で駐車

台数を確保 している事が多い。 

大型商業施設 郊外 駅前 

自動車 歩行者 鉄道路線 

図 1 相模原線沿線の SC 立地 

表 1 対象施設一覧 
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■パターン A 　立体駐車場併設型

歩行者は駅側からアクセスする場合が多い。

立体駐車場が店舗とは別に併設されている。
駐車場入り口は基本的に駅の反対側で巨大な
スロープで上階へあがる。

別に駐車場と契約し、
駐車台数を確保している場合もある。

■パターン D 　モール型

駐車場が店舗裏側に配されており、
購買客と視線が交わらない。

GLレベルに沿ったまっすぐな通りにそって店舗が並ぶ。

小店舗が並ぶ袋小路が形成されており、
購買客の溜まり場やイベントスペースとなっている。

■パターン B 　地下 or 屋上駐車場型

歩行者は複数の面からアクセス
できることが多い。

屋上駐車場の場合、
巨大なスロープが隣接して作られる。

■パターン E 　多種駐車場型
歩行用スペースと自動車動線が交わる場所に
横断歩道があり、警備員が配置されてる。

店舗間移動に内側に面した
歩行用スペースを介して行う。

平面駐車場を取り囲むように
建物が配置されている。

■パターン C 　店舗前面駐車場型
植栽などによって視線を区切る。

店舗を敷地奥に寄せる事で、駐車場を 確保。
歩行者と自動車の動線が交わりやすい。

店舗間の移動は前面の片廊下。
片廊下に階段などがついている。

店の前に通路があり、
基本的に前面からアクセス。

図2　駐車場と店舗の立地関係による分類一覧

パターン B は店舗の地下もしくは上部に駐車場を配置

しているもので、全 6 店舗である。C パターンと複合して

いるものを除く 3 店舗は店舗面積が 1 万㎡以下と小さい。

これは駅前という立地上、独立した地上駐車場や立体駐

車場の敷地を確保する事が難しいためと考えられる。 

パターン C は店舗前駐車場型で、4 店舗とも駅からの距

離が 300m 以上離れており、開店年月も 2006 年 11 月以降

と比較的新しい。また店舗入り口側に駐車場を設けてお

り、自動車に配慮した構成である事から、主に自動車利

用者を対象とする来店者とした構成であると考えられる。

また地上部分のみで駐車台数を確保する事が難しいため

か、店舗上部に駐車場を持つパターン B との複合型が 3

店舗と大部分を占めている。アリオ橋本を除く 3 店舗は

アクセスが片廊下型である事が共通しており、前面に駐

車場を配置しているため平面形状が細長く、学校建築の

形状を思わせる。これは地上部分にそれぞれ駐車場、校

庭を配置しているために、建築物の形状が制限されてい

るためであると考えられる。ただし SC には片廊下部分が

屋外であるもの、屋内であるものの両方が見られる。 

パターン D、E は各１店舗であり、特殊な形である。パ

ターン D のモール型は中心の道の両脇に店舗が並び、そ

の店舗の裏側に巨大な平面駐車場を配置しており、歩行

者、自動車の双方への配慮がみられる。また 2007 年には

駅前にあった駐車場との契約をとりやめ、店舗裏に新た

に立体駐車場が設置する事で駐車台数を増やしている。

パターン E の多種駐車場型はパターン C に近く、自動車

と歩行者の動線が交わるなど、歩行者よりも自動車を優

先した形態だと思われる。店舗上部やピロティー部分に

も駐車場を配置するなど、他に比べて様々な場所に駐車

場を持つ複雑な形状となっている。なお南大沢駅前の SC

「フレンテ南大沢」は 1 階部分に数台の身体障害者用駐

車場があるのみだったため、分類不可とした。実態とし

ては、自動車で来店する場合は駅前の立体駐車場や、南

大沢駅前の他店舗の駐車場が使われていると考えられる。 

5. 考察 

以上の分類から、対象とする来店者によって店舗と駐

車場の配置関係に変化がみられることが分かる。1999 年

以前は店舗と駐車場を分け、歩行者と自動車のアクセス

を別に設ける事で、歩行者にも配慮した A パターンが多

かった。しかし近年は駅前においても自動車利用者を主

な対象来店者とした C、E パターンのような構成や大型店

舗の出店がみられる。これは駅前という立地でありなが

ら、徒歩圏外からの来店者を狙った店舗であると言える。 

このような主な来店者を自動車利用者に絞った店舗や

店舗面積の大きい大型店舗は、主により郊外や地方で建

設されてきたような形態に近い。この事から都心部周縁

の駅前商業施設においても、SC が想定する移動手段が徒

歩や鉄道から自動車へと変化していると言える。この変

化は大都市周縁における駅前 SC が郊外化していく様子の

一端を示唆している。 
 

 
※1 2011 年 9 月現在、(社)日本ショッピングセンター協会の

HP に掲載されている「全国都道府県別 SC 一覧」の内、京

王相模原線の駅が位置する市区町村の全店舗を対象とした。 
※2 Google のルート案内を用いて、店舗住所から駅までの距

離を計測した。 
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